
ボルジオ・ヴェレッツィ（Borgio Verezzi） 

2 週間前の週末に行ったフィナーレ・リグーレ・マリーナ駅からバスで 5 分のところにある人口 2,300
人の海辺の街、ボルジオ・ヴェレッツィに行きました。この街はもともとボルジオとヴェレッツィの

2 つの村が合併して出来た街です。ボルジオは海辺の街で、ヴェレッツィはボルジオの直ぐ南にある

山の上にある 4 つの村の集合体です。ボルジオ・ヴェレッツィとして「最も美しい村」に選ばれて

いますが、ヴェレッツィにあるポッジョ、ピアッツァ、ロッカロ及びクローザの 4 つの村がその選

定理由となっています。これらの村は、海賊だったサラセン人がこの地方の美しさに惹かれ海賊生活

を捨ててここに移り住んだと言われています。但し、一方では、旧石器時代から人が住みついていた

とも言われています。どっちにしてもイタリア地方の田舎の村とは違う居住空間となっています。 
 
この地方の歴史は古くローマ時代以前に定住していたリグリア人とフランスのマルセイユまで結ぶ

重要なアウレリア街道を維持したいローマとの紀元前からの戦いから始まっています。この戦いの末、

ローマの植民地となり、その後ジェノヴァ共和国の一地方となり、フランスのナポレオン支配などを

経て今に至っています。この近くの他の海沿いの都市と同様に 17 世紀まで海賊襲撃の被害にあって

います。特に、海辺の村ボルジオはその防御の為に、今では一部しか残っていませんが、城壁に囲ま

れ、小高い丘の上に位置しています。一方、ヴェレッツィは、その立地状況から海賊の被害に直接あ

うことはありませんでしたが、海賊が住み着きたくなるような温暖で景色の良いところです。 
 
朝の 10 時近くにフィナーレ・リグーレに到着しましたが、この頃から黒い雲が出てきて日差しが陰

りだして心配していたのですが、徐々に回復して今日も事なきを得ました。ボルジオの鉄道駅近くの

海岸通りでバスを降り直ぐに山登りの開始です。ツアリスト・インフォメーションは鉄道駅のすぐそ

ばにありましたが、人がいなかったので今日は通過です。登りは歩行者用の山道を歩かず舗装された

自動車道路（ほとんど車は通りません）を、周りの景色を見ながらのんびりと歩きました。それでも、

S 字カーブの上、高低差 250 メートルほどの登りですから結構な距離があります。歩いて直ぐに、

黒い雲もどこかに消え去り、暖かな日差しとなり、襟巻きは腹巻になり、コートの前は開いた状態と

なりました。海の傍の日差しはミラノと違って直ぐに体が温まります。 

 
 
最初に着いた村はポッジョです。村の手前から歩行者専用の山道があり、その道の入口に「最も美し

い村」の看板が出ていました。村は、山肌に飛び出している一塊の岩のような住居の集合体になって

いて、確かに他のイタリアの村とは違います。家の作りも、山の岩を堀込んだ洞窟を基盤に、骨材に



は木材を使いレンガと山の岩切れを積み重ねています。表面的には地震に弱そうなのですが、岩山と

一体となっている上に、村全体の住居が一塊となっていますのでかなり強いと思います。このような

造りなので、住居の表側は海の方向を向いていて奥は山の中にもぐりこんでいます。表面の漆喰は土

で出来ているようですので、確かに中東にあるアラブの家のようでもあります。 

 
 
ポッジョ村の次は、一番有名なピアッツァ村です。この村の中心にある 17 世紀に建てられた教会（サ

ンタゴスティーノ）前の広場は、毎年夏にボルジオ・ヴェレッツィ・フェスティバルが開かれ、劇場

となります。この広場から見えるボルジオの街、周りの山と青い地中海は絶景です。この村は一番観

光客が多いので、レストランやバールがありました。但し、土産物屋は見かけませんでした。 

 

 
 



ピアッツァ村から次のロッカロ村まではきれいな遊歩道が続いています。従って、観光客は自然にロ

ッカロ村まで行ってしまうことになります。このあたりは、ちょっと観光客を意識しています。ロッ

カロ村は小さいのですが、村のはずれの海に面した山肌にきれいなレストランがあり、そこで観光客

がちょうど良く一休みするように出来ています。ロッカロ村から更に山を登ると、18 世紀の小さな

教会があります。いかにも山の教会風で非常に可愛い小さな教会です。 

 

 
 
一番山の高いところにあるのがクローザ村です。この村が、4 つの中では一番古い村とのこと。この

あたりは旧石器時代から人が住んでいて岩を掘り込んだ住居（洞窟）は、その頃から始まったと言わ

れています。でも、どの村も古いのでその違いはわかりません。 

 
 



クローザ村を更に進むと、山の頂上近くに墓地と教会があります。でも、山道にまだ矢印が書いてあ

るので、その方向に更に山道を登っていくと、山の頂上に大きな（高さ 3.5 メートル）石の十字架が

ありました。調べてみると、この十字架は”聖者の十字架（Croce dei Santi）“と呼ばれ、17 世紀に

建てられたそうです。今では巡礼の目的地となっているとも書いてありました。確かに目的地として

は最適で、景観の素晴らしいところです。この十字架の直ぐ横の草木の先にはひっそりと中世の塔が

建っています。この塔の説明は見つかりませんでしたが、どう見ても 15,6 世紀のくらいのものです。

山の頂上にあるのですから、海を見渡せるので海賊を見張るための塔だと思います。このあたりは自

然公園になっていて、イタリア人の好きなトレッキング・コースがいくつかあります。 

 

 
4 つの村の観光が終わり、降り道は歩行者用の山道を通ってボルジオの街中に向かいました。降りる

のも大変なほど勾配が急でしたので、もし、ここを登って来たら先週以上に大変だったと思います。 

 



山道から 4 つの村の景観をもう一度見ながら道端のタンポポを楽しんで進んでいるとボルジオまで

は直ぐに着きました。ボルジオの街に入ると直ぐに鍾乳洞があります。1933 年に発見された全長 5
キロにも及ぶ鍾乳洞だそうです。1 日 6 回 1 時間弱のガイド付きツアーがあると英語で書いてありま

した。土曜日の午後は 3 時からなので今回はパスです。でも、写真を見るとすごい洞窟のようです。 

 

 
 
ヴェレッツィの麓は小高い丘になっていてそこにボルジオの街が小さくまとまっています。海の方向

とヴェレッツィの反対側の街の出口へは丘を降ることになります。一部にはまだ街を守っていた城壁

が残っています。街の真ん中の一番高いところには大きなサン・ピエトロ教会がそびえるように建て

られていてその前には雰囲気の良い広場があります。この街には、鍾乳洞以外には何もないのですが、

のんびりした田舎の街には捨てがたい雰囲気を感じます。 

 



最後は、ボルジオ・ヴェレッツィの海岸線です。この写真に見える山の頂上に 4 つの村があります。

タンポポも咲いていて、ここはもう春です。 

 

 
 
2 週間前と同じように、ロゴレド発 7 時 12 分の IC でフィナーレ・リグーレ・マリーナまで直通で

す。19.5 ユーロで所要時間は 2 時間半です。帰りも 2 週間前と同じロゴレドまで直通のレジョナー

レでしたが、何と料金が変わりました。2 週間前は 11.8 ユーロでしたが今週は 12.7 ユーロに値上げ

されていました。100 円アップです。 
ボルジオ・ヴェレッツィまではフィナーレ・リグーレ・マリーナ駅前からサヴォーナ－アンドーラ間

を走る SAR バスで次の停留所です。こんな近くで降りる人はあまりいませんから、ボタンを押すの

を忘れないようにしてください。私は、いつものように運転手の傍に座っていましたので、停留所の

直前で運転手に停まってもらうように直接言いました。バスのチケットはフィナーレ・リグーレ・マ

リーナ駅のバールで売っています。片道 1 ユーロですので帰りの分の 2 枚買いました。チケットは

運転手からでも購入できますが、車内購入のコミッション 1 ユーロがエキストラになります。即ち、

料金が倍になってしまいます。バスは 20 分間隔（日曜日は 30 分間隔）であります。 
ボルジオ・ヴェレッツィには鉄道駅もありますが、この駅に停まる列車が限られていますのであまり

良い時間帯の列車がありません。ちなみにフィナーレ・リグーレ・マリーナ駅から一駅で所要時間は

3 分、料金は 1.3 ユーロです。 
無理すれば、フィナーレ・リグーレ・マリーナ駅前から歩ける距離ですが、3 キロ以上はあり 40 分

くらいはかかるでしょう。 
 


